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リハビリの実施状況

透析の実施状況

（N=414）

検証部会調査（亜急性期入院医療管理料）

順位 傷病名 割合（全体）
1 骨　折 31.2%
2 関節症 9.8%
3 脳梗塞 7.0%
4 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 5.0%
5 脊椎障害（脊椎症を含む） 4.4%
6 肺　炎 3.6%
7 その他の損傷及びその他の外因の影響 2.8%
8 脳内出血 2.7%
9 糖尿病 2.2%
10 その他の心疾患 1.9%

主傷病［亜急性期入院医療管理料１］（Ｎ＝2,552） 主傷病［亜急性期入院医療管理料２］（Ｎ＝414）

順位 傷病名 割合（全体）
1 骨　折 29.0%
2 関節症 11.1%
3 脳梗塞 10.6%
4 その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 7.2%
5 その他の損傷及びその他の外因の影響 4.1%
6 脊椎障害（脊椎症を含む） 3.9%
7 肩の傷害＜損傷＞ 2.9%
8 脳内出血 2.7%
9 肺　炎 2.7%
10 腰痛症及び坐骨神経痛 2.2%

院内クリニカルパス、リハビリ、透析の実施状況（図表5-32）

1.0%

15.9%

86.0%

0% 30% 60% 90%

院内クリカルパス

リハビリの実施状況

透析の実施状況

（N=2,552）

［亜急性期入院医療管理料１］ ［亜急性期入院医療管理料２］

亜急性期入院医療管理料を算定している室に入室している患者の主傷病は、骨折、関節症
等の整形外科的疾患が多い。脳梗塞が7～10%程度見られる。86%の患者にリハビリテーショ
ンが提供されている。

・リハビリ種類 → 運動器 ：75.1％ 運動器 ：73.5％
脳血管疾患等：25.0％ 脳血管疾患等：27.3％

出典：平成21年
度検証部会調査
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検証部会調査（亜急性期入院医療管理料）

入室中の患者に対する医療処置等の状況を見ると、経管栄養や褥瘡処置、インスリン皮下注
射等を行っている患者が4%程度見られる。

出典：平成21年度検証部会調査
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○ 入室中の患者の状況（図表3-85）

［亜急性期入院医療管理料１］ ［亜急性期入院医療管理料２］

4.2%

4.3%

1.0%

2.6%

0.9%

0.4%

0.1%

3.7%

1.0%

0.7%

0.0%
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0% 2% 4% 6% 8%

中心静脈栄養

経管栄養

褥瘡処置

輸液ポンプ、シリンジポンプの使用

胃ろう・腎ろう等の処置

ドレーン法・胸腹腔洗浄

気管切開

人工呼吸器の装着

インスリン皮下注射

体位ドレナージ

輸血、血液製剤

放射線治療

麻薬の使用

内視鏡検査・内視鏡的処置

全身麻酔を伴う処置

床上安静の指示

（N=2,355）
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中心静脈栄養

経管栄養

褥瘡処置

輸液ポンプ、シリンジポンプの使用

胃ろう・腎ろう等の処置
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気管切開

人工呼吸器の装着

インスリン皮下注射

体位ドレナージ

輸血、血液製剤

放射線治療

麻薬の使用

内視鏡検査・内視鏡的処置

全身麻酔を伴う処置

床上安静の指示

（N=528）



30.1%

16.3%

8.4%

4.6%

2.6%

1.5%

14.1%

20.9%

2.9%

46.0%

62.6%

0% 20% 40% 60% 80%

重篤な合併症を併発していない

中心静脈栄養をしていない

重度の認知症の状態にないこと

気管切開をしていないこと

感染症（MRSA、緑膿菌など）

　　　　　　　　　  　 がないこと

経鼻経管栄養をしていないこと

褥瘡がないこと

胃ろう・腸ろうをしていないこと

その他

特になし

無回答

（N=652）

37.7%

25.0%

12.4%

5.1%

3.5%

1.4%

12.1%

1.4%

64.0%

96.8%

80.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師

看護師

ソーシャルワーカー

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

准看護師

薬剤師

看護補助者

その他

無回答

（N=652）

・入棟患者の受け入れの際に考慮
している点 （図表3-12）［複数回答］

・入棟患者の受け入れの判断をしている職種
（図表3-13）［複数回答］

検証部会調査（回復期リハビリテーション病棟入院料）

回復期リハビリテーション病棟では、中心静脈等を有する患者の受け入れをしていない場合も
見られる。
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